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本検討では，震源インバージョンで得られている震源時間関数に基づいて破壊伝播速度を求め，断層面での破

壊伝播速度の不均質性について検討を行う。Hartzell and Heaton(1983)に基づいた震源インバージョン解析では，

震源時間関数（この場合は，moment release）の表現として，仮定した基底関数（例えば，smoothed ramp function）

を複数設定した multi-time window による解析が行われている。 Multi-time window を用いた震源インバージョ

ンでは，通常，破壊開始点から同心円上に広がる破壊伝播を仮定しているが，破壊伝播速度の設定として，震源域

S 波速度の 0.6～0.9 倍の破壊伝播速度をいくつか設定し，それらの破壊伝播速度の中で最も観測波形を説明でき

る速度を選んでいる。このとき，選択された破壊伝播速度は破壊開始点から各小断層の中心に設定した点震源の第

１タイムウィンドウまでの伝播速度（1st. time window propagation velocity）を示しているが，震源インバー

ジョンで得られた moment release をみた場合，必ずしも第１タイムウィンドウですべりが始まっているわけでは

ない（宮腰・他，2004）。 

そこで本検討では，Somerville et al.(1999)が断層面のトリミングに用いた規範を参考に，各小断層でのモー

メント量が，断層全体の平均すべり量の 0.3 倍のすべり量と等しいモーメント量に達した場合にすべりが始まるも

のと規定し，まず（１）震源インバージョンで得られた moment release から各小断層での破壊伝播時間を求め，

次に（２）破壊伝播時間に基づいて計算される slowness vector から破壊伝播速度を求めた。  

検討対象とした地震は，主に Somerville et al.(1999)で用いられている地震で，震源インバージョンで用いた

タイムウィンドウ数が 2個以上である 12 個の地震である。地震毎に各小断層での破壊伝播速度を求めた結果，震

源域 S 波速度(Vs)に対してアスペリティ領域での平均的な破壊伝播速度は 0.73Vs(標準偏差：0.14)，背景領域で

は 0.69Vs(標準偏差：0.19)となり， Geller(1976)の 0.72Vs と大差のない結果が得られた。ただし，アスペリティ

領域に比べて，若干，背景領域の破壊伝播速度は小さい傾向が見られる。今後は，断層タイプ別による破壊伝播速

度の整理や，断層面内での破壊伝播速度の特徴的なゆらぎなについて検討を行う。 
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